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3.原稿の長さは自由であるが,論 文の場合,刷 り上が り状態で20ペー ジ ・(400字詰め原














プロで印字 した完成原稿 を添付 し,ワープロにない漢字 ・記号などの部分は,当
該箇所を空けて朱筆で指示する(旧字体への変更指示も必ず提出稿の段階で付ける
こと).本文中の註番号は,該 当箇所に(1)のように通 し番号を挿入する.





4)地の文にはつ とめて当用漢字 ・新かなつかいを用い,旧字体 ・旧かなつかいの使
用は引用文等で必要な場合のみにとどめる。
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